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代表取締役社長 鈴木 貴博

生育予測とQRコードを活用したスマート商流システム
によるトレーサビリティの確立とこれに伴う輸出拡大、

並びにスマート農機の利用拡大の実証
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会社概要
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【設立】2008年
【年商】15億円
【グループメンバー】218名（平均年齢32.8歳）
【事業内容】露地野菜の生産、販売、グループ法人の運営、試験研究
【圃場面積】161ha
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TEN Green Factory（株）
グループ

太陽光型植物工場
㈱モスファームすずなり

グループ

すずなりキッチン（株）

磐田支部
（本社）

菊川支部
（支店）

広島支部
（支店社）

TEN
（本社）

TEN＋
（支店）

中日本ファームすずなり(株)

(株)鈴生おおいがわ

浜松支部

焼津支部

直営農場・センター

育苗センター 磐田チルド
センター

菊川チルド
物流センター

直営農場
（スマ農）

直売所
レストラン

(株)鈴生
SUZUNARI GROUP

STMエクスプレス(株)

Grand Farm(株)

運送会社

就労継続支援A型B型事業所
すずなりカレッジ磐田校

露地栽培部門

物流部門

加工・直売部門

施設・農福連携部門

ピッキング・貯蔵部門

SUZUNARI GROUP組織イメージ図

スマ農・研究部門



スマート農業の取り組み（2020年）

▼スマート農業に取り組むきっかけ
学校や保育園の休校による労働力確保の課題と、技能実習生の入国制限があり
2020年の冬作での労働力不足が懸念されたことがきっかけ。
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労働力不足を解消するためのスマート農業
「ブロッコリーの機械化一貫体系の取り組み」

自動操舵トラクター

01

作業精度の向上と
疲労軽減による労働
時間短縮を確認する

02

全自動移植機

乗用型の移植機を
使用し、定植に係る
労働時間を削減する

03

ブロッコリー収穫機

手作業での抜き取り
から、機械で一斉収
穫を行い労働時間を

削減する

スマート農業の取り組み（2020年）
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作業名 農機名
実測値（ h ） 削減時間（ h ） 削減率

慣行区 実証区 目標 実績 目標 実績

耕耘・畝立 自動操舵トラクター 2 . 9 0 . 8 0 . 5 2 . 1 1 7% 7 2%

定植 A I付き全自動移植機 5 . 4 3 . 8 1 8 1 . 6 7 2% 3 0%

収獲 A I付きブロッコリー

収穫機

3 0 . 1 1 2 . 6 2 6 1 7 . 5 6 5% 5 8%

作業全体 5 5 . 9 4 1 9 . 3 3 5 2 . 5 3 6 . 6 1 3 1% 6 5%

作業全体（スマート農機作業分） 3 8 . 3 7 1 7 . 3 6 2 1 . 0 1 5 5%

慣行区、実証区において実測を行った。

実証区

直営農場の圃場（ 1 4 a ）
耕耘、畝立て、定植： 2 0 2 0年 9月 2 9日（火）
収獲： 2 0 2 1年 1月 1 3日（水）

慣行区

関連会社：鈴生おおいがわの圃場（ 1 3 a ）
耕耘、畝立て、定植： 2 0 2 0年 9月 1 7日（木）
収獲： 2 0 2 0年 1 2月 1 8日（金）

スマート農業の取り組み（2020年）
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労働力は削減できたけど・・・・・

慣行区 収量

1,031kg/10a

実証区 収量

407kg/10a

慣行区 実証区

スマート農業の取り組み（2020年）
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01

生育予測システム

生育予測データを活
用した契約から出荷
までの計画栽培。
システムを活用し、
レタス廃棄率を
4%から 2%への

削減を目標とする。

02

スマート商流

Q Rコードでのトレー
サビリティ確立の有
効性の確認と、
商流の見える化。

QRコードシステムの
満足度70％以上
獲得を目標とする。

輸出

レタス、ブロッコリー
を 2か国以上に輸出

し、Q Rコードでのト
レーサビリティの有
効性の確認と、海外
でも収益性が確保す
ることを実証する。

03

コントラクター

スマート農業機械化一
貫体系の利用コスト軽
減と稼働率向上を目
的とした農業コントラ
クター事業を 2戸以上

の農家・企業に対して
行うことを目標とする。

04

スマート農業の取り組み（2021年、2022年）
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スマート農業の取り組み（2021年、2022年）
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レタスの生育予測システムの活用

⒈代表機関：㈱鈴生 [実証面積：レタス5ha、ブロッコリー10ha]

⒉進行管理役：AOI機構

⒊参画機関：ヤンマーアグリジャパン㈱
横浜市場センター㈱
STMエクスプレス㈱
農研機構
㈱日本農業サポート研究所
静岡県経済農業協同組合連合会
静岡県経済産業部農業局

※協力：㈱モスフードサービス

コンソーシアムメンバー



01 レタスの生育予測システムの活用

スマート農業の取り組み（2021年、2022年）
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レタスの生育予測システムの活用

受発注システムの週間収穫予測画面 （出
荷日の２～３週間前）

実証成果
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・令和３ ,４年ともにレタス廃棄率０％ （実証前 4 . 1% )となった。

・生育予測システムを導入し、圃場ごとに収穫日を予測した。
・出荷のばらつきを把握し、 「契約数量」と 「予定数量」の比較を行った。
・出荷量の標準化や、予定数量の適合具合の向上に関して、生育予測システムの
導入効果の一端を示すと考察される。



27%

49%

24%

QRコード付きレタスの購入意向に関するアンケート調査

優先して購入する 分からない

優先し購入しない

38%

62.5%

価格が高くても購入する

高くなるのであれば購入しない

02 スマート商流（QRコードの有効性）

スマート農業の取り組み（2021年、2022年）
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バイヤー満足度

（未使用者含む）

バイヤー満足度

（使用者のみ）

一般消費者満足度

2 0 2 3年Q Rコードシステム満足度調査

令和３年度 令和４年度

実証成果

・Q Rコードを添付し、レタス ・リーフレタス・ブロッコリーの出荷を行った。自社開
発したトレーサビリティシステムにリンクしており、様々なコンテンツを見られる
ようにした。

・バイヤー、一般消費者にアンケートを実施し、バイヤー（ 1 0社）では、満足度
7 0% ( 3 0%は未使用）であり、使用していただいた方の満足度は 1 0 0%だった。

・令和 3年度のアンケート結果を反映し、栽培動画以外にも、レシピ動画、 J G A P認
証書、 SN S連携等が見られるようにシステムを改良した。
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トレサビリティの見える化
～情報と物が一緒に商流に～

02



02 スマート商流（花蕾分割選別装置）
2 0 2 0年のスマート農業での課題

・規格外のブロッコリーがたくさん収穫されてしまい、廃棄となった。

実測での小さい花蕾の発生率は 4 5%

スマート農業の取り組み（2021年、2022年）
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実証成果

・フローレットカットし 「ばらしブロッコリー」として、新たな販路を開拓することが
できた。

・花蕾分割選別装置にカメラと電子天秤を設置し、連携させることにより、分割前
の花蕾画像と、  分割後の小房のサイズ別の重量データを取得した。

・今回栽培したブロッコリーの品種では、ブロッコリー収穫機、花蕾分割選別装置
ともに、 「 トップスター（朝日アグリア ） 」 「かいせい１ １３ （朝日アグリア ） 」
「 T S B 2 0 7 6 （朝日アグリア ） 」が合っていた。

 3品種とも、節が比較的長く、扁平傾向にあるため、フローレット状にばらけやす
 い。ただし、ブロッコリーの形状により、花蕾分割選別装置の精度は大きくことな
 るため、引き続き調査を継続していく。



スマート農業の取り組み（ 2021年、2022年）

G r a n d F a r m

ブロッコリーの茎を使ったスープ
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スマート農業の取り組み（ 2021年、2022年）
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ブロッコリー一斉収穫の成果
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ブロッコリー収穫機による収穫での収量推移

145%
170%

・ブロッコリー収穫機を活用した 1 0 a当たりの収量は、令和 2年度実証時の収量と比較し、 1 7 0%となった。
（台風 1 5号の影響があった圃場を含むと 1 4 2%だった。 ）一斉収穫の際の収量が課題ではあったが、栽培技術の向

上や品種の選定、機械の改良もあり、年々向上している。
・課題は、機械収穫の際に、石も一緒に巻き上げてしまうことでカッターを破損させてしまうことである。その結果、ブ
ロッコリーの茎がうまくカットできず、花蕾を傷つけてしまったり、作業台に上がる前に花蕾が落下してしてしまう。
また、カッターは高額なため、修理費がかさむ。 （シーズンに一度は必ず交換するが、 2 0 2 2年は 2度交換した。 ）



04 コントラクター

・ 5戸の農家から 9件の作業を請け負った。作業の内訳は以下の通り。
 ・ 1戸の農家に対して、レタス栽培の耕耘・マルチ引きの作業を行った。
 ・ 4戸の農家に対して、にんにく収穫 (茎葉切り、マルチはがし、にんにく掘り起こ

 し ）の作業を行った。
 ・ 4戸の農家に対して、枝豆収穫（ハーベスター使用）の作業を行った。
 ・作業料金については、燃料費と人件費の積み上げにより、 1時間あたり及び
1 0 aあたりの作業料金の算出を行った。

・コントラクター事業を行った企業 ・農家に対してアンケート調査を行った。作業
を委託して良かった点については、人件費の削減、機械購入の負担減、作業を
委託している間に別作業が可能となったことが挙げられた 。

・福祉事業所で野菜栽培をしたいが機械の導入は難しく 、農福連携としてコントラ
クターをしたらどうかという意見があった。

・課題としては、コントラクターを事業化する場合、鈴生での営農で使用している
車両や農業機械とは別に、専用車両や倉庫、作業に合わせた機械の保有が必要
である。

・作業料金について算出したが、地域では水稲のコントラクターが行われており 、
地域相場も考慮した料金体系の設定が必要である。

スマート農業の取り組み（2021年、2022年）
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実証成果
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